
 

 

また、市販で売られているひんやりと感じるマットや、通気性が優れたお洋服など

を着せてあげるのも一つの対策になります。 

ぜひ試してみてください！ 

 

＝症状＝ 

・パンティング（口を開けてハアハアする）がいつもより速くなる 

・元気がない、食欲低下 

・倒れて泡をふく、意識低下   など 

＝熱中症になってしまったら？＝ 

・冷水を体にかけて冷やす 

・股の間、脇、首に保冷剤を置く    など 

※中には具合が悪くても、ギリギリまで我慢する子もいます。 

少しでも異常が見られたらすぐにご来院ください。 

＝熱中症にならないために＝ 

お家でわんちゃん、猫ちゃんをお留守番させるときはエアコンをつけてあげましょう。 

またわんちゃんを飼っている方は毎日お散歩に行く方も多いと思います。夏場は地面の

温度がとても熱くなりますので、お散歩は早朝、または日が暮れた後に行くようにしまし

ょう。 

※シーズーやパグ、フレンチブルドッグなどの鼻が短い犬種や肥満傾向にある子は、ほか

の子に比べて暑さに弱く熱中症にかかりやすいためより注意が必要です。 

 

 

今年の夏も熱中症対策！！ 


